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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
分散樹脂（Ａ）、硫黄化合物固体電解質（Ｂ）、及び溶媒（Ｃ）を含有する硫黄化合物固
体電解質分散ペーストであって、該分散樹脂（Ａ）が、少なくとも一種の重量平均分子量
３０００以上のアクリル樹脂（ａ）を含有することを特徴とする二次電池用硫黄化合物固
体電解質分散ペースト。
【請求項２】
硫黄化合物固体電解質分散ペーストの固形分質量を基準として、分散樹脂（Ａ）を、０．
０１～１０質量％含有することを特徴とする請求項１に記載の二次電池用硫黄化合物固体
電解質分散ペースト。
【請求項３】
アクリル樹脂（ａ）が、炭素数が４以上のアルキル基を有する重合性不飽和モノマー（ａ
１）２０～９９質量％、炭素数が４未満のアルキル基を有する重合性不飽和モノマー（ａ
２）０～５０質量％、及び官能基を有する重合性不飽和モノマー（ａ３）１～３０質量％
を含む原料モノマーの共重合体であることを特徴とする請求項１又は２に記載の二次電池
用硫黄化合物固体電解質分散ペースト。
【請求項４】
アクリル樹脂（ａ）が、官能基を有する重合性不飽和モノマー（ａ３）として、カルボキ
シル基、リン酸基、スルホン酸基、アミノ基、４級塩基、アミド基、水酸基、ポリアルキ
レングリコール基、アルコキシ基からなる群より選ばれる少なくとも一種の高極性官能基
を有する高極性重合性不飽和モノマー（ａ３－１）を含有することを特徴とする請求項１
～３のいずれか１項に記載の二次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペースト。
【請求項５】
アクリル樹脂（ａ）が、炭素数が４未満のアルキル基を有する重合性不飽和モノマー（ａ
２）として、溶解性パラメーターが９（Ｊ／ｍｏｌ）１／２以上の高極性重合性不飽和モ
ノマー（ａ２－１）を含有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の二
次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペースト。
【請求項６】
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アクリル樹脂（ａ）の溶解性パラメーターが、９（Ｊ／ｍｏｌ）１／２未満であることを
特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の二次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペ
ースト。
【請求項７】
溶媒（Ｃ）が、下記式（１）で表されるエステル系溶媒、及び／又は炭化水素系溶媒であ
ることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の二次電池用硫黄化合物固体電解
質分散ペースト。
Ｒ１ＣＯＯＲ２・・・（１）
（式中、Ｒ１及びＲ２は、同一であっても異なっていてもよく、炭素数２以上の炭化水素
を示す。）
【請求項８】
溶媒（Ｃ）の溶解性パラメーターが、７．３～８．５（Ｊ／ｍｏｌ）１／２であることを
特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の二次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペ
ースト。
【請求項９】
さらに、バインダー（Ｄ）を含有することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記
載の二次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペースト。
【請求項１０】
請求項１～９のいずれか１項に記載の二次電池用硫黄化合物固体電解質分散ペーストの乾
燥物である二次電池用硫黄化合物固体電解質層。
【請求項１１】
分散樹脂（Ａ）及び硫黄化合物固体電解質（Ｂ）、ならびに任意選択でバインダー（Ｄ）
を含有する二次電池用硫黄化合物固体電解質層であって、該分散樹脂（Ａ）が、少なくと
も一種の重量平均分子量３０００以上のアクリル樹脂（ａ）を含有することを特徴とする
二次電池用硫黄化合物固体電解質層。
【請求項１２】
請求項１０又は１１に記載の硫黄化合物固体電解質層、正極、及び負極を具備することを
特徴とする全固体二次電池。
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